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 「区画整理施工後の営農管理への対応に関する調査 

  ～区画整理後の圃場の“できむら”を緩和しよう！～」 

 

 

 水田圃場整備の区画整理工事は、表土扱いを実施しても作土の移動を伴うため、施工後

数年にわたり水稲栽培上の“できむら”が生じ、収量の低下や品質のばらつき傾向がみら

れることが課題である。農業土木技術による課題解消には多くの時間と費用がかかること

から、当面、営農技術との連携、すなわち施肥設計などの営農管理面での対策を実施する

ことで圃場整備事業の効果を早期に発現させることが望まれる。 

 本報告は、生産者への啓発・普及を目的にして区画整理前後の土壌条件の変化、水稲の

収量・品質について調査を実施し、分析した結果である。北空知管内の生産者に対するア

ンケート調査を実施したところ、能率向上、管理労力縮減などのプラス評価のほか、透水

性低下、生育均一性悪化などのマイナス評価もみられた。こうした評価を背景として実態

を調査し、対応策を検討した結果、透水性の確保は心土破砕等によって解消できる一方、

区画整理に伴う切・盛土によって生じた生育状況のバラツキは、施肥料の調整によって解

消できることを示した。 

 近年、北海道米の評価が高まるなかで、区画整理直後から高品質米の生産を支援するた

めには、区画整理後の基盤状態を的確に把握して対応策を講じることが有効であることを

示した事例であり、本成果は営農経費節減や環境保全にも資するものといえ、大区画化と

大規模経営を目指す北海道農業の基盤整備に対して貴重な示唆を与えるものであり、「奨励

賞」に相当すると認められた。 

 

 


